
関西北陸ブロック

活動事例集

2020年度

2020年度の関西北陸ブロックの
取り組みがつまった一冊！

今年の取り組みの振り返りに！
来年に向けてのヒントに！



新入生コミュニティ企画

📌集まれオンライン座談会
~放課後おしゃべりタイム~

滋賀大学大津地区生協

📌オンライン交流会 滋賀県立大学生協

📌友だちフェア 大阪市立大学生協

📌大学生活なんでも相談会 大阪経済大学生協

SNSを利用した取り組み

📌SNSの発信 同志社生協
今出川キャンパス

📌SNSの取り組み 奈良教育大学生協

📌組織部LIVE STREAM 大阪市立大学生協

目次（📌を押すと該当ページに飛びます）
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新学期・キャリア形成の取り組み

📌オンラインNewFaceParty 富山大学生協

📌SNSを中心とした新入生対応 龍谷大学生協

📌ミニ入学準備説明会 龍谷大学生協

📌就活セミナー 龍谷大学生協

📌学生委員会の新学期活動 奈良女子大学生協

📌履修相談会（後期） 奈良教育大学生協

📌合同委員会説明会 大阪電気通信大学生協

📌オープンチャットでの
履修相談

神戸市立外国語大学生協

📌保護者説明会 大阪樟蔭女子大学生協

📌入学準備ガイダンス 兵庫県立大学生協

📌オンライン家パ 神戸大学生協

📌Discordでの取り組み 和歌山大学生協

📌キャンパスライフフェスティバル 和歌山大学生協



社会的課題に関する取り組み

📌ペットボトルキャップの回収 阪南大学生協

📌1.17防災の取り組み 甲南大学生協

📌週刊ちょっきに 近畿大学生協

📌部内勉強会 神戸市立工業高等専門
学校生協

健康・安全の取り組み

📌自炊キット 福井大学生協

📌レシートバランス調査 滋賀大学彦根地区生協

📌栄養レンジャー
食生活相談SHOW!

同志社生協
今出川キャンパス

📌健康フェスタ2019 大阪市立大学生協

📌オンラインKG共済
NEWS

関西学院大学生協
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総会・総代会、店舗の取り組み

📌総代会議 京都教育大学生協

📌お菓子BOX 奈良県立大学生協

📌議案書ダイジェスト 大阪大学生協

大学・他団体連携に関する取り組み

📌ジェンダー学習会 奈良女子大学生協

📌大学との協力での取り組み 神戸薬科大学生協



企画担当者からのコメント

オンラインでの企画で、さらに対面での情報宣伝が不可能とい
う状況の中開催した企画ですが、メールアドレスを使って企画
の存在を知らせました。先輩や同回生と交流する場ということ
で、参加者が気を遣わずに過ごせるように関与する先輩の数を
調整したり、緊張をほぐすために最初に少人数でコミュニケー
ションをとる場を設けました。直接的な宣伝ができない分、情
報宣伝が不十分だったことが課題です。

職員の方からのコメント

コロナにより、新入生に対する企画がすべてキャンセルとなり
学生委員会のモチベーションが心配でした。特に、今年は参加
者100人を目指して頑張ってきたので、ショックは大きかったよ
うに思います。新入生は、友達もいなくて、授業も勝手がわか
らないままオンラインがスタートしているという事実を知りま
した。そんな新入生に対して、何とか力になれないかというこ
とを試行錯誤して実施しました。結果として、参加者は増えま
せんでしたが、取り組もうとチャレンジしたことが成果です。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
入学したが学校に行けず、先輩や同級生
と実際に関わる機会も少ないため、大学
生活に不安を持っている。

組合員の理想の姿
先輩や同級生と関わり交流することで、
大学生活への不安や悩みを解消でき、交
友関係が広がる。

●取り組みの成果
新入生と関わることで不安や悩みを解消するほか、現状や実態について情報を得ることができた。
なかなか直接的なコミュニケーションをとれない中、人と話す良い機会になった。
●取り組みから見えた課題
人の輪を広げる場であったが、先輩はともかく同回生との交流は参加者が少なかったため、不十
分だと感じた。オンラインのどこからでも参加できる強みと参加しにくい弱みが出てしまったと
思う。

Twitter【📎】

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実地を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう。

https://twitter.com/willing_o2/status/1265144027516514304?s=21


企画担当者からのコメント

Twitterを用いて新入生にアンケートをとったところ，4月から
の対面授業で新入生が大学の友達が全くいない人が多く，オン
ラインででも交流会を開催してほしいという声が多かったので
開催することにしました。オンラインの交流会という前例のな
いことをオンラインで会議するという今までやったことないや
り方でやったので，進めるときに苦労しました．その中でパワ
ポ，ゲーム制作担当・参加者とのコンタクト担当・全体の流れ
を考える担当などに役割分担をすることで，形としては成功さ
せることができました．（学生委員長 田付）

職員の方からのコメント

4月以降大学が立入禁止となり、学生委員会自身も部会など開催
できていない中、手探りで開催に繋げることができました。
例年と違う環境の中で例年にないニーズが生まれていることに
目を留めて、行動に移すことができたのは非常に良かった。
オンラインで勝手は違うものの、これまでの学生委員活動にお
ける企画準備や参加者とのコミュニケーションなどのスキルや
ノウハウが活きたものだったと思います。（専務理事 藤井）

取り組みの成果と課題

組合員の現状
友達がいない新入生が多く、学科のことや

日常生活に対して不安なことが多い

組合員の理想の姿
この交流会をきっかけに継続的に

新入生同士が仲良くなってもらいたい

●取り組みの成果
友達ができるかどうか心配なことや学科・日常生活のことに対しての不安なことを同じ学科の先輩
が説明することで悩みを解消することができた！また、新入生同士で交流することができました！
●取り組みから見えた課題
オンラインの活動の中ですぐに仲良くなることは難しい。対面でやっていたことをそのままオンラ
インで活用するのではなくオンラインでのやり方を見つけていきたい。また、仲良くなるにはゲー
ムコンテンツよりも交流することに重点を置いていきたい。

Twitterの情宣

（📌）

オンライン交流会の企画書はこちら （ ）

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう

https://twitter.com/kenchanGI/status/1272092018278141953


企画担当者からのコメント

新入生に友達がいないという点から交流の場を設けて、つなが
りの輪を広げられる企画にしました。
少人数でブレイクアウトセッションを実施し、1対1で話せる場
を作ったことが工夫した点です。
課題としては大きなつながりの輪を広げられるほど十分な人が
集められなかった点があげられます。

職員の方からのコメント

連合会アンケートでも明らかになったように、新入生の皆さん
の大きな問題の一つに「友だちがいない」ということがありま
した。新入生の声を聞いて、実際に場を提供できたことはとて
も良かったと思います。継続的にできると良いですね。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
新入生は友達がいなくて一人で学業など
について相談相手がいなくて困っている。

組合員の理想の姿
何かあったときに頼れる人がいて、不安
が解消され、学業に専念できる。

●取り組みの成果
同じ学部の新入生同士のつながりができて、新入生は相談することができるようになって、不安
が和らいだ。
●取り組みから見えた課題
企画の認知度を上げて、多数の組合員（新入生とその同じ学部の先輩）を巻き込んで、もっとつ
ながりを広げることができればよかった。

Twitter情宣は
こちら

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう

https://twitter.com/ocucoop_serori/status/1260074463187447808


企画担当者からのコメント

新入生を学部ごとに分けることで専門的な質問にも対応できる
ようにし、GIにいない学部に関しては全学部の履修の仕方をま
とめたマニュアルを作成し対応できるようにしました。
また、GIのメンバーに対して参加者が多かったため時間内で参
加者全員からの質問に答えることができるように、あらかじめ
来そうな質問や役立つアドバイスをピックアップしました。
相談会をスムーズに進めるために、分からないことが分からず、
緊張して質問がしづらい新入生に対して初めにピックアップし
た質問の説明を通じて話しやすい雰囲気づくりを心がけました。

職員の方からのコメント

3日間にわたって、午前・午後の担当シフトを学生委員みんなで
話し合って、当日の受付なども分担して取り組んでくれました。
当初「履修説明会」としていたので、新入生が大学に問い合わせ
たというエピソードもありますが、逆にそれによって大学の職員

取り組みの成果と課題

組合員の現状
新しく始まる大学生活への不安が大きい。
特に履修の組み方が分からない。

組合員の理想の姿
大学生活においてできること・したいこ
とに余すことなくチャレンジできる。

●取り組みの成果
この取り組みを通して新入生は大学生活を具体的にイメージすることができた。またこの場で不
安を解消し、個々の課題を知ることで自分の理想の大学生になるための一歩を踏み出すきっかけ
になった。
●取り組みから見えた課題
いろんな生活（部活が忙しいなど）に対しての履修の組み方を提案する準備が
できたらよかった。大学の就職課の人と連携して、より専門的な提案ができ、
就職課へのハードルを下げることができればよかった。

さんも見学に来られたりして「新入生にとってありがたい企画」「感染対策もちゃんとしている」と
いう評価もいただきました。この企画の中で生協職員のかかわりは、部会に一緒に参加して相談会を
「生協の企画として一緒に作り上げる」ことを意識してきたこと。相談会に申し込まれた新入生への
連絡をKLASのメール機能を活用して行うときに、相談にのったことです。学生委員の各メンバーが
主体的に取り組んでくれたことがとてもよかったと思います。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう



企画担当者からのコメント

工夫した点は、「新入生に会えるのを楽しみにしています！」
や「Zoom交流会は私たちGIも楽しかったです！！」というよう
に、親しみを持ってもらえるような投稿にすることと、Twitter
より可視化しやすく、過去の投稿も見やすいということから、
Instagramを使用しました！また、Twitterは新入生用アカウン
トを使用し、Instagramの投稿のURLと目に付くように表紙の写
真を載せ発信しました。たくさんの人に見てもらえるように
Twitterのリツイートは定期的に行いました。
（学生委員3回生 白築）

職員の方からのコメント

コロナの影響でこれまでできていた企画が急にできなくなり当
初は混乱していましたが、気持ちを切り替えて『直接でなくて
も知らせるために何ができるのか』ということを検討しました。
YouTubeによるお店紹介や、Twitterでの様々な提案、ZOOMで
の新歓企画など新しい取り組みにチャレンジしました。職員か
らコロナアンケートの結果を共有し、学生の実態や思いを知っ
てもらい今後の取り組みについて考えてもらうきっかけづくり
をしました。（同志社生協 堂免専務）

取り組みの成果と課題

組合員の現状
SNSが組合員の情報源であって、
例年以上にSNSを見る回数が多い

組合員の理想の姿
SNSを見て、

学生委員会に興味を持ってほしい！

●取り組みの成果（目安90字）
今までのSNSの活用方法を活かしながら、今年にあったSNSを発信することができました。新入
生向けの取り組みへの参加、そして新入部員獲得にもつながりました◎
●取り組みから見えた課題（目安90字）
新入生に向けたSNSの発信だけでなく、SNS上での企画(紹介系ではないもの)をできてない状態
なので、今回の工夫したことなどを活かして、活発にしていきたいです！

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

大学生協の良さ・魅力を周りの組合員に伝え、コミュニティを広げていきましょう

活動方針①：生協運営
大学生協が組合員組織であることを再認識し、組合員の積極的な運営参加を
広げましょう



企画担当者からのコメント

新型コロナウイルス感染症の影響もあり，日本のSNS利用者が
増加しました。なかなか学校に行く事ができない今，組合員や
他大学の方々，奈教を目指す受験生などたくさんの人に情報発
信できたらと思い，奈良教育大学生協学生委員会公式Twitter，
Instagramを作成しました。また，この秋新たにGmailも作成し
ました。Twitterや Instagramは，お陰様でたくさんの方々に
フォローしていただき，今まで以上に情報発信ができています。
この秋に作成したGmailも工夫しながら活用していければいいな
と思います。（学生副委員長 倉石）

職員の方からのコメント

新型コロナウイルス感染症の感染防止で、直接学生と接するこ
とが出来なくなった時に、真っ先に「直接会えなくても、学生
に寄り添い、支えていかないといけない！」と思いました。特
に新入生は分からないことが多く、困っていると思いました。
そんな時に学生委員会がSNSを活用した情報発信を積極的に
行ってくれたことは、本当に心強かったです。新学期のSNS発
信は、正確な情報を丁寧に発信することにこだわり、一緒に発
信内容を相談しながら進めてきました。そのことはきっと新入
生の支えになったと思っています。（専務理事 石間）

取り組みの成果と課題

組合員の現状
この春入学した新入生は，

友達や先輩との関わりがないため，
学内の情報が入ってこない。

組合員の理想の姿
私たちのSNSを見ることで，
学校や生協学生委員会についてたくさん
知ってほしい。

●取り組みの成果
SNSを始めたことで多くの人に学委の活動内容を知ってもらえるようになった。また，質問箱を
設置したことで新入生を主に学生生活の悩みや不安，相談にのることができた。これからもたく
さんの情報発信をしようと思う。
●取り組みから見えた課題
今年度活動してきて，組合員の中にもSNSを利用していない人がいることがわかった。これから
受験生に向けた新学期活動に突入するが，もちろん受験生でSNSを見ている人は少ない。だからI
奈良教育大学生協学生委員会公式ホームページも作成していこうと思う。
多くの人にいろいろな形で見てもらえるよう，工夫していきたい。

Instagram
→【🐼】

Twitter
→【🐹】

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

⽇常生活・暮らしについて相談し合える仲間を作るための取り組みを増やしましょう

活動方針②：暮らし
組合員の生活実態を把握し、暮らしを支える取り組みとたすけあいのコミュニ
ティづくりを強化しましょう

https://instagram.com/nakyo__gakui?igshid=nimp0opvdux3
https://twitter.com/nakyo_gakui?s=21


企画担当者からのコメント

3月までは職員の方々と直にコミュニケーションしながら新学期
の代替活動を行っていましたが、4月に入り大学入構禁止になっ
たことで本格的に自分たちの手元にあるものだけでできること
を考えなくてはならない状況になりました。そのうえで新入生
はもちろん上回生にも新しい仕組み（教科書オンライン販売
等）を知って利用してもらうために、学生の目に入りやすい形
かつ実際に利用する学生としての声を届けやすい形での広報活
動を考え企画しました。

職員の方からのコメント

リアルに新入生・保護者の皆さんとコミュニケーションが取れ
ないという未曾有の状況の中で、ぶれずに「新入生・保護者に
情報を伝えないと！」と思ってくれたことが良かったです。結
果的に、情報を伝える方法はたくさんあったんだと気づくこと
ができ、幅が広がったのかもしれません。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
新入生は自分が属する大学生協というも
のがなにものなのかを知らない。

組合員の理想の姿
大学生協を知り、それを十分に利用する
ことで理想の大学生活に近づける。

●取り組みの成果
新入生もとい学生の不安を解消できた。またTwitterで発信する情報に今までよりも目を向けてもら
えるきっかけにもなり、結果として市大生協の知名度向上にもつながった。
●取り組みから見えた課題
新学期の枠組みとしては独立したものになってしまったので、これより前に行っていたYouTubeの
動画投稿と合わせた企画としてできれば、拡散力の向上や他部門との連携につながったかもしれな
い。

LIVESTREAMのアーカイブ
はこちら！↓

#1
#2
#2.5
#3
#4
#5

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう

https://twitter.com/ocucoop_serori/status/1254395006858584066
https://twitter.com/ocucoop_serori/status/1256885961083904000
https://twitter.com/ocucoop_serori/status/1258337747514744832
https://twitter.com/ocucoop_serori/status/1263424174204186625
https://twitter.com/ocucoop_serori/status/1268747867214106625
https://twitter.com/ocucoop_serori/status/1308375115810271232


企画担当者からのコメント

毎年、春に行われているNew Face Partyが今年は行うことがで
きず1年生が交流できる企画ができていなかったことからこの企
画に至りました。レクをブレイクアウトルームで行うことで、
少人数で交流が行えるように工夫しました。また、サークルの
人にGLや、サービスブースをしていただきました。課題として
は、1年生への情報周知が足りなかった点や、1年生同士の交流
を促進できなかった点があげられます。

取り組みの成果と課題

●取り組みの成果
初めてのオンラインの企画であり、対面で思うように打ち合わせできない中で学内サークルの

LINEグループでつながり、職員と相談しながら大学の学務課にも広報をお願いするなど、他団体
と協力しながら成し遂げたことは大学内の団結にもつながるこの企画の大きな成果だと考える。
また、情報の周知（広報）や個人情報の管理にも気をつけており、今後のオンライン企画にも

つながる活動となった。

●取り組みから見えた課題
前例がないため当日の様子がなかなか想像できず、準備が難しかったようだ。今回の参加人数

や運営側の動きなどをしっかり引継ぎ、次年度に活かしていくと、さらにパワーアップしていけ
るだろう。また、今年はコロナの影響を受けて急遽、企画の練り直しを迫られたが、次年度は早
いうちから在校生・新入生への周知を行い、より多くの人に参加してもらうことで1人でも多くの
新入生に寄り添い、幅広い視点での企画ができるのではないだろうか。

＜タイムスケジュール＞
・オープニング 13:00～13:05
・アイスブレイク 13:05～14:00
・テーマ別雑談 14:00～15:00
・休憩 15:00～15:15
・サークル紹介 15:15～17:15
・エンディング ～17:30

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう



企画担当者からのコメント

SNS担当で大切にしていたことは、「公式感のある使い方をしない」で
す。必要な時に開いて投稿をするのではなく普段から時間のある時に開い
てフォロワーさんのツイートを見ていました。そうすることで組合員さん
の今のニーズを把握することができていたと感じています。また食堂など
のツイッターを通知オンでフォローし、食堂のメニューなどすぐにリツ
イートすることで、このアカウントをフォローしておけばたくさんの情報
を得られる！と思ってもらえるように工夫しました。ツイートを固くなり
すぎず、親近感をわいてもらえるような文章にすることで質問箱に質問し
やすく、DMにも来てもらいやすくすることを工夫しました。

職員の方からのコメント

前年までは職員もTwitterを毎年立ち上げていましたが、やはりみんな使うのはLINEだなと
LINE公式を始めました。コロナ禍で急な変更なども多く、利用者にとっても利便性が高いと思い
ます。また、商業的な案内は控え目に、利用者との信頼関係の獲得を目標としているため、ブ
ロックも少ないです。
4月緊急アンケートはこのLINEでお願いしたところ、一晩で千人以上の回答が集まりました。信
頼を構築してきたことの表れでもあると思って、本当にうれしく思っています。
LINEはつながりが他のSNSより太いと思いますし、こういう状況だからこそ、人と人とのつなが
りを大切にするため、何ができるか来年以降も考えていきたいですね。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
オンライン授業によりわからないことを聞
く人がいない。学校に行く日が少ないので、
生協のイベントを知る機会が少ない。

組合員の理想の姿
わからないことをわかるに変えられる。
生協について知っている。

●取り組みの成果
フォロワーさんからのリプライや中の人に向けたツイート、質問箱で感謝のメッセージ、リス

トに追加してもらったり、生協の活動に調味を持ってくださったりしました。またイベント前の
宣伝中から楽しみされているツイートも見かけました。組合員さんに届いているのを感じました。
●取り組みから見えた課題
SNS上なのでSNSをしていない方には届かないのが大きい課題だと思います。ありがたいこと

にたくさんの質問がきましたが、「自分で調べることができるもの」についても質問が来て、調
べずすぐ聞いてしまうことで組合員さんの向上心の低下が課題になりました。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう



企画担当者からのコメント

コロナウイルスで状況が刻一刻と変化している中、専務と上回
生サポーター長との連携ができたからこそ開催することができ、
参加者の皆様に満足してもらえる説明会ができたと思います。
龍谷大学の学生委員は人数が多いのですが、感染対策のため運

営側の人数も減らさないといけない現状がありました。そのため、
次年度にむけて後輩たちを少しでも多く起用するよう心掛けまし
た。
今後は学生委員の役割とゆとりのある時間配分が課題となるで

しょう。

職員の方からのコメント

感染拡大を受け、一旦説明会を休止しましたが、逆に不安も大きくなっていました。もともと長
年個別相談をされていた西南を上サポと視察していたこともあり、新入生や保護者の声に応えるた
め、回数が増えて負担も増すのですが感染対策を行った上でミニ説明会を開催することとしました。
3月の3連休は1日7ターム✕3＝21タームというハードスケジュールで、終わったら全員がへとへと
でしたが、参加者からは逆にゆっくり話が聞けて良かったと満足度は上がった状況でした。
2021年度以降もこの経験を活かし、一人ひとりへ寄り添った新学期活動へつなげていきたいと考え
ています(*´▽｀*)

取り組みの成果と課題

組合員の現状
大学生生活に期待と不安が入り混じった
状態

組合員の理想の姿
不安を解消し、期待に胸が膨らむ状態

●取り組みの成果
1回当たりの参加人数を減らしたものの、回転を多くしたため多くの参加者に参加していただ

き、3月20日の満足度は約80％でした。
●取り組みから見えた課題
タイムスケジュールが細かく、時間に余裕がないことです。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう



企画担当者からのコメント

・工夫したこと
・ソケンでいう気づきの部分
・取り組みの課題だと思うところ
学生委員の先輩ということで、企画の打ち合わせ等もスムー

ズに行えました！また、同じ学生委員会のOBや4回生どう就活
で学生委員の活動が活きたかなどを話すということで、説得力
や聞きやすい工夫ができたかなと思っています。

職員の方からのコメント

2年前まで龍大生協の学生委員は2年で卒業、と言った形で3回生以上との関りがほとんどなく
なってしまっていた。それは非常に残念で、任期を伸ばしてもらったり上回生企画を独自でやっ
たらいいやん！とか言い続けているうちにこういった上回生ならではの視点に基づいた企画が立
ち上がるようになっていました。
この企画は職員が全然関わらなかったのですが、それでもちゃんと運営できていて、嬉しいよ

うなちょっと寂しいような・・・（苦笑）
でも感動してます！

取り組みの成果と課題

組合員の現状
コロナ禍で将来が心配で不透明。
大学側も他の対応に追われていて、キャリ
アまで手が回っていない。

組合員の理想の姿
コロナ禍の影響によって変わった就活の
現状を理解する。
「ガクチカ」の項目を埋めやすくする！

●取り組みの成果
OBの方からのリアルな就活事情や4年生から実際の就活体験を話すことで、「「就活で活かす

ことのできる学生委員会の活動のやりがいや価値」を自分ごとに落とし込むことが出来たのかな
と思います
●取り組みから見えた課題
本来なら一般組合員に向けてや、参加者の変化をおって活動したかったのですが、OBの方の

都合もあり継続して活動することができなかったのが課題です。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう



委員長からのコメント

一時は開催しない方向で話が進んでいましたが、大
学からのお声がけがあり、全面協力のもと、受講相談
会を開催することにしました。情勢が刻一刻と変化す
る中、学生委員それぞれが迅速かつ柔軟に協力した結
果、多くの新入生に参加してもらうことができ、一緒
に履修を組むことができました。「新入生の履修への
不安を和らげたい」という、強い想いがあったからこ
そ、実現した企画です

職員の方からのコメント

今回の取り組みはLINELiveという学生に身近なやり
方でどんな新入生に対してもこの取り組みを広げるこ
とができるように素早く、工夫をしながらやり切った
点は本当に素晴らしかったです。学務課からの依頼と
いうこともありましたがWINDY自身で安全に且つ正確
に情報を届けられる環境を整えた点も評価できると思
います。グループLINEの作成に当たってはそれ以降の
コロナ禍での生協の発信にもつながりました。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
一年生なので授業の履修の方法やとるべ
き授業があいまいで分からない…

組合員の理想の姿
授業の履修を自らの判断で組み、授業を
受ける環境が整う。

●取り組みの成果
新型コロナウイルスの感染拡大により混乱している新入生に対して学生生活の基盤である授業の
履修情報を迅速に提供し、サポートができた事に関して大きな成果だと考えられます。
これまでの大学生協への信頼があったからこその取り組みでした。その期待にしっかりと応え、
大学との絆をさらに深めることができたことも成果だと考えられます。
●取り組みから見えた課題
来年度以降の受講相談会の形式をしっかりと考える必要があります。情勢に合わせながら
大学と新入生のニーズを抑えて取り組んで行きたいですね。

twitterリンクです【🐤】

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう

https://twitter.com/nwu_windy/status/1247472501581438976?s=20


企画担当者からのコメント

奈良教育大学は名前の通り教員養成のための学校なので、教
員免許を取得するための必修授業が多くあります。特に1回生は
必修授業が多いので、その必修授業を取りこぼさないように、
全専修の履修を事前に組み、正しい情報を1回生に提供できるよ
うにしました。履修以外の相談も受け付けることで相談会に参
加しやすい形を取りましたが、同時に1回生の現状も見えてきて、
それらを把握したうえで企画できればよりよいものになるので
はないか、と思いました。（副学生委員長 柿平）

職員の方からのコメント

必修授業の多い教育大では、履修計画をしっかり練る必要があ
り先輩から履修の「ノウハウ」を教わることも大事です。毎年4
月の履修相談会は、新入生にとっての重要な情報源であり、新
生活への安心を得る場でもありましたが、今年はそれができな
いまま前期が終わってしまいました。後期前のオンライン相談
会は、不安を抱えていた1回生にとってとても貴重な機会になっ
たと思います。今後も学生に寄り添う活動をよろしくお願いし
ます。（奈良教育大学職員）

取り組みの成果と課題

組合員の現状
授業や履修に関しての不安が

たくさん。。。

組合員の理想の姿
後期開始前に不安がなくなった！

後期も頑張ろう！

●取り組みの成果（目安90字）
この取り組みを通して、参加してくれた1回生は履修に対しての不安もなくなり、自信をもって
後期を迎えられた思います。また、来年度以降の履修に関しても各自で組めるようになってくれ
ていると思います。
●取り組みから見えた課題（目安90字）
今回参加してくれた1回生は、全体でみると多くはありませんでした。そのため、来年度行う履
修相談会では、今回参加できかった1回生に対しても何かしらの対応をできるよう準備していき
たいと考えています。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点③

大学との連携を強化し、組合員が学び成長できる取り組みをより発展させましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実地を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう。



企画担当者からのコメント

慣れないリモートでの企画でしたが、学内の他団体と相談して
参加しやすい形式を考えました。当日も他団体と協力し、多く
の新入生が課外活動に興味を持つ機会を作ることができました。
また、各団体のSNSを通して合同委員会説明会の宣伝をおこな
い、なるべく多くの新入生に情報が回るようにもしました。

職員の方からのコメント

生協学生委員会は、当然ですが大学公認の委員会ではありませ
んが、普段から様々な活動を学生自治会や大学祭実行委員会な
どの委員会と一緒に活動を行っている関係で、説明会に参加さ
せてもらっています。遠隔授業メインのタイミングで基本的に
大学に来ることができない中、新入生の不安の解消と、課外活
動について知らせる活動がなんとかできたと思います。後期も
フル登校にはなっていないので、引き続いて何かできるといい
なと思っています。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
新入生が大学の学生や先輩と関わる機会
がない。

組合員の理想の姿
学内団体との交流をきっかけに、不安や
悩みを先輩に打ち明けられる。

●取り組みの成果
学内の他団体と共に作り上げることで、多くの参加者に来てもらうことができ、学生委員会にも
数名入ってくれる成果が得られた。後日Twitterにて新入生の相談も受け付けることができた。
●取り組みから見えた課題
Twitterでの情宣が主だったため、Twitterをしている人でないと情報がいかないこと。また、全
団体が多くの新入部員を獲得できたわけではなく、なかなか目標を達成することができなかった。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう



企画担当者からのコメント

例年のように対面によう相談ができない分、これまでに何世
代もかけて蓄えてきた授業の情報などを最大限に活かすことを
目指しました。オープンチャットという形で行うことで、匿名
かつ素早い質疑応答ができたと思います。
情報の量や質にはかなりの自信がありましたが、SNS等によ

る告知が遅くなってしまい、より多くの新入生に乗ることがで
きませんでした。今後はより多くの声に応えられるよう取り組
んでいきたいと思います。

職員の方からのコメント

緊急事態宣言が発出され、新入生が一番不安な時期に非常に
タイムリーに実施できた企画だったと思います。先輩の実体験
に基づく、きめ細かいアドバイスができるのも大学生協の強み
だと思います。
新型コロナの影響が続き、学校に来る機会が少ない中、まだ

まだ不安な1年生がたくさんいるようです。引き続き、組合員に
寄り添った企画を一緒に実施してバックアップしていきたいと
思います。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
入学したてで、不安や疑問がたくさん
あって、どうすればいいかわからない。

組合員の理想の姿
不安が解消されて、充実した大学生活が
送れるようになる。

●取り組みの成果
新入生の不安に先輩としての経験や実感を大切にしながら、一人一人に親身になって寄り添い対
応ができていたこと。
●取り組みから見えた課題
履修相談のオープンチャットということだったので、どうしても履修登録の間だけでつながりが
終わってしまいました。その後も1年生が困ったことや不安なことを継続して相談できる場とし
て活用できれば、より組合員とつながりを持てたのかなと思います。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう



企画担当者からのコメント

保護者説明会では、学生生活の説明やキャンパスツアー･教材展
示･4回生による大学生活4年間のお話･振り返り紙芝居等内容が
盛りだくさんでした。
保護者説明会のプログラムが終わり、保護者と参加していた新
入生が「私たちのために内容を考えたり準備してくれてありが
とうございました」と声をかけてくれました。新入生の不安を
解消できるよう皆で考え準備したので、不安を解消し大学生活
を楽しみに思って笑顔で帰る姿を見ることが出来て良かったで
す。

職員の方からのコメント

代表学生委員数名と店長で打ち合わせを重ねた説明会は、「学
生主体」で、新入生にとっては、ご自身のキャンパスライフを、
保護者様にとっても娘様の４年間をイメージしやすくなっている
と思います。学生委員自身も、新入生から「かっこいい、あこ
がれの先輩」とみてもらえるようないきいきとしていた姿を発
揮し、私もうれしく感じたものです。本年のテーマを「楽しみ
が増える新学期」としましたが、新入生にとっても学生委員に
とってもまさにそんな説明会になったのではと感じています。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
初めての大学生活に不安を抱いている。

組合員の理想の姿
入学前の不安や悩みを解消し、安
心して入学準備を行うことができ
る。さらに、4年間のキャンパスラ
イフをイメージできるようになる。

●取り組みの成果
1～4回生がそれぞれの視点で大学生活や大学生協の説明を行うことで、漠然とした不安を抱えて
いた新入生や保護者の方も入学前から4年間のキャンパスライフを自分事としてイメージしやす
くなったと思います。
●取り組みから見えた課題
保護者説明会に参加できなかった人は先輩からの大学生活の話や大学生協の説明を聞く機会のな
いままキャンパスライフが始まります。参加できなかった組合員にも何かしら事後アプローチが
できるとよりよくなると思います✨

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう



企画担当者からのコメント

Zoomでのミーティングの場合、企画について言葉でだけ説明す
ると、伝わらない部分が多々あります。そのため、同じ方向性
で企画を進められるよう、小さなことでも数枚のスライドを用
意し、画面共有を用いて話し合うということを工夫しています。
また、副産物としてZoomの予約機能やホストの役割など、様々
なZoomの機能を活用できるようになっています。本番もオンラ
インでの実施になるため、どのようなリスクが考えられるか想
定しやすくなりました。

職員の方からのコメント

部会開催にいち早くZoomを取り入れていたのを見て、新学期イ
ベントの打合せや実施にも活用できそうだと思い運用を始めま
した。Zoomだけだとどうしても交わせる情報量が少なくなるた
め、テキストコミュニケーション用にSlackを新規導入し、担当
者と生協職員のやり取りが周りから見えるようにしています。

取り組みの成果と課題

組合員の現状(今の一回生)
オンライン授業だったので入学前の情報
収集ができず、友達を作る機会もほとん
どなかった。

組合員の理想の姿(次の一回生)
オンラインで説明会があったので、学校
に行けなくても色々な話が聞けた。

●取り組みの成果
大学に登校できない状況でも定期的に連絡を取り合うことができています。

●取り組みから見えた課題
対面と比べ双方向に話す時間が短く、話が発展しづらいことが課題です。また、イレギュラーな
ことも多くありますが、ガイダンス本番でイレギュラーなことに対応できるよう、ミーティング
のときから様々な環境で多くの方法を実践し、それらに対応できるようになるということも一つ
の課題です。

新学期ミーティング
に焦点を当てて
記載しています

↓実際のスライド

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点①

大学生の学びと成長を支えるために大学生協として何ができるかを考えましょう

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実地を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう。



企画担当者からのコメント

まず工夫した点は、新入生ができるだけ同じ学部の先輩と話せ
るようにシフトを組んだことです。今年は対面での新歓が開催
されず新入生は大学生活への不安を抱えていると思ったので、
例年行っているような家パをzoom上で開催することにしました。
課題については、学部ごとに日程を分けると新入生の来る人数
にばらつきが出てしまうことです。また、オンライン上では時
間がルーズになりがちで、上回生が時間を忘れて話してしまう
こともあった点です。（企画責任者）

職員の方からのコメント

実はこの企画、提案やアドバイスがまったく出来ていません。このコロナ禍で右往左往するば
かりで、現状を如何に切り抜けるかで精一杯でありました。このような中、学生委員会活動の今
後を見据え、「新入生の支援をするんだ！！」との熱い思いが成せた企画と思います。
これまでもSNSを学生委員会が活用していたことは知っていましたが、時流に沿っただけの活動
補完でしかないと考えておりました。
ここまで昇華させた学生委員会に感謝の言葉しかありません。これからも新しい風をもたらし

下さい。（神戸大学生協 坂本専務）

取り組みの成果と課題

組合員の現状
対面で会うことができず、友達がいない
状況。

組合員の理想の姿
同回生や上回生とつながることでより良
い大学生活を送ることができる。

●取り組みの成果
大学生活について不安でいっぱいな新入生に対して友達や先輩と繋がる機会をつくることで、こ
れからの大学生活を想像することにつながりました。
●取り組みから見えた課題
参加者が少なかったことが課題としてあげられます、多くの新入生の不安解消に繋げるために、
どのように情宣していくかを考える必要があります。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

学び合い励まし合いができるように、組合員同⼠のつながりをつくりましょう。

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実態を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう



企画担当者からのコメント

Discordについては、説明のマニュアルを作成し全1回生に案
内を流しました。PCセットアップ講習会では実際にサーバーに
入ってもらうまでをサポートしました。それまでに、大学と他
団体と協力でき、1団体ずつ丁寧に対応することで円滑に運営す
ることができました。このサーバーはPC･IT活用講座にも活用
しました。
今後の課題は、匿名性が必要な人には、Twitterの質問箱など

に行くまでの中継地点にDiscordがなれるようにすることや、新
学期以外でどのように活用していくかです。

職員の方からのコメント

職員集団ではなかなか発送にない取り組みなのが、この
Discordの素晴らしい部分です。新入生と先輩学生がつながりや
すいようチャンネル部分も、部活、サークルだけでなく、他の
学生団体と協力のもと、幅広い分野で情報発信・交流ができて
いることが過去に類を見ない強みになっていると感じています。
今後も常に新鮮な情報を流すことで、より活発な交流の場に

なること、この交流は対面（リアル）に繋がることでより大学
生活が充実することを期待しています。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
対面での相談会などがなく、不安や疑問
をどこで解消したらいいかわからない。

組合員の理想の姿
上級生や同じ新入生とつながりが
持て、大学生活に対して期待を
もって過ごすことができる。

●取り組みの成果
気軽に上級生に相談したり、聞きやすい場づくりとなり、もしなにかあってもここで不安解消

につながるという新入生の安心感につながった取り組みとなったと思います。
●取り組みから見えた課題
企画担当者からのコメントにも書いていますが、新学期の時期の新歓勧誘や履修相談だけでな

く、日常的に人とのつながり感じられる場所になれば、よりこのコロナウイルスの中でもコミュ
ニティ形成が円滑に進むのではないかと思います！

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

⽇常生活・暮らしについて相談し合える仲間を作るための取り組みを増やしましょう

活動方針②：暮らし
組合員の生活実態を把握し、暮らしを支える取り組みとたすけあいのコミュニ
ティづくりを強化しましょう



企画担当者からのコメント

キャンパスライフフェスティバルについては感染対策を徹底
し、今年の新入生の状況に合わせてスライドを作り直し、新入
生だけでなく、保護者も一緒に履修登録体験をしてもらって安
心してもらいました。全学部の学生で新入生をもてなせるよう、
スタッフ側も充実させ、時間割はより多くの組み合わせを紹介
し、パソコンをメンバーからも貸し出して、より多くの人がパ
ソコンに触れるようにしました。
今後の課題は、受付をした後や消毒中の待ち時間に暇になら

ないように何をするかです。

職員の方からのコメント

今年度は新型コロナウイルスの影響で対面での説明会等が厳
しい中、学生自らが感染症対策防止に取り組み、このフェス
ティバルを実施できたことは新入生だけでなく、大学にとって
も貢献できたのではと感じでいます。中身についても、先輩の
「生の声」を中心に進めたことでより安心感に繋がり、キャン
パスライフのイメージが膨らんだと思います。今後も学生が自
信をもって取り組めるこのような機会を増やしていければと考
えています。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
入学前で、大学で生活している自分の姿
をあまりイメージできない。漠然とした
不安が大きい。

組合員の理想の姿
大学に入ってからやりたいことや挑戦す
たいことが見つかり、大学生活に対して
わくわくする。

●取り組みの成果
新入生・保護者の不安解消につながっただけではなく、上級生自身も自分の経験や実感をもと

に自信をもって話をしたり相談を受けたりして、成長を感じられる場となっていました。
●取り組みから見えた課題（目安90字）
新入生は実際に体験をしながら大学へのイメージを膨らませていましたが、保護者の方がそれ

を後ろから見ているだけになってしまう時間がありました。保護者の方には別のコンテンツを用
意するなどの工夫をして、新入生・保護者の両者に、より寄り添えるといいと思いました！

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点①

大学生の学びと成長を支えるために大学生協として何ができるかを考えましょう

活動方針③：学び
組合員の学びと成長の実地を把握し、新たな学び方や新たな学修支援の形を
作りましょう。



職員さんからのコメント

福井大学生協では、ミールパスを運用していますが、最近、ヘビーユーザーと、ライトユー
ザーの使用率の差が顕著であり、食堂で食べていかない方へ、持ち帰りできる食事提供として、
自炊キットを考えていました。
そして、福井県民生協では、高齢者向けの自炊キットをすでに販売しており、実績もあったた
めです。それを若者向け、低価格で実現できないかと思ったのがきっかけです。

当初は学生のため、通常２～３食で１パックのキットを、1食分に少なくして作成してもらっ
たのですが、単価が高く、試作期はあまり売れませんでした。その後、コロナの影響で企画が
停まり、９月の段階で、１０月からの目玉商品として開発を再開しました。
再開した開発時に、２～３食パックでもいいので、ワンコイン５００円で買えるように依頼を
し、現在の形ができあがりました。（堀内 専務理事）

取り組みの成果と課題

組合員の現状
コロナで食堂を使うことが出来ない。
せっかくミールを買ったのに…

組合員の理想の姿
食堂を使わずとも生協を利用できる！健
康的な食事を摂れる！

●取り組みの成果
食堂が使えない、使うことがはばかられる状況が続きますが、その中でも組合員が健康的な食事
をとることが出来るような商品を開発して販売することが出来た点。
●取り組みから見えた課題
内包されているセットの食材によって食材の期限が異なるため、期限が最短のものに合わせて廃
棄をしなければならない。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点③

大学の保健管理施設や行政・医療生協・企業といった組織と連携し、取り組みを

発展させましょう。

活動方針②：暮らし
組合員の生活実態を把握し、暮らしを支える取り組みとたすけあいの
コミュニティづくりを強化しましょう。



企画担当者からのコメント

きっかけはバランスの良い食事をとる事に焦
点をあてた取り組みでしたが、そもそも組合員
がどんな食事をとっているか知る必要があると
判断したため、レシートを回収することに至り
ました。回収したレシートを一つ一つ分析する
ことがかなり大変でしたがこれを機に三郡点数
法を組合員に知ってもらいたいと感じレシート
の味方のポスターも貼りだしました。多くの組
合員に参加がとてもうれしかったです。

職員の方からのコメント

今回の取り組みは学生目線の取り組みとして
評価ができます。根気強く大量のレシートを分
析した点も組合員の現状を把握することにしっ
かりと焦点を合わせられたこともよかったと思
います。
新型コロナウイルスの影響によりせっかく把

握した現状も活かせぬまま終わってしまったこ
とが残念です。落ち着けば、またみんなで取り
組みにつなげていきたいですね。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
私たちはバランスの良い食事をしっかり
ととれているのかな？

組合員の理想の姿
バランスの良い食事を組合員みんなでと
れるようになりたい！

●取り組みの成果
組合員の現状の分析方法を知ることができたことが学生委員会の成果に挙げられると考えます。

●取り組みから見えた課題（目安90字）
あ今回の取り組みは現状分析の手法であり、どれだけの組合員が野菜摂取量を増やしたかは見る
事ができませんでした。今回あつめたデータをぜひ他でも活かしていってほしいです。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点①

組合員の「食」や「健康」を支えるために、情報を発信したり、取り組みを

見直したりしましょう

活動方針②：暮らし
組合員の生活実態を把握し、暮らしを支える取り組みとたすけあいの
コミュニティづくりを強化しましょう



企画担当者からのコメント

オンライン上での食生活相談会という初めての試みの中で、
オンラインの特性を生かして工夫することを心がけました。
例えば、ZOOMの画面は粗いためリアクションを大きくした
り、画面を共有しているときは各々の様子が分かりにくいた
め声かけをしたりしました。限られたものの中で、そのもの
の特性を生かしながら自分たちなりの食生活相談会ができた
のではないかなと思います✨ （学生委員2回生 石澤）

職員の方からのコメント

この状況の中で、オンライン食生活相談会を開催することがで
きたのは本当によかったなぁと思います。
最初は、どのやり方がいいのか会議を重ねたくさん考えました
が、お互いにアイデアを出しながらこの状況の中でも、満足で
きる企画ができたのではないかと思います。
学生とは、企画を行うための会議の際に多く関わりました。職
員としては、生協HPのバナーに企画の宣伝を載せるなどを行い
ました。 （職員 河野さん）

取り組みの成果と課題

組合員の現状
家で過ごし時間、オンライン授業が増え、

生活習慣が乱れがち

組合員の理想の姿
健康な生活を送ってほしい！

改めて自分の生活を見直してほしい

●取り組みの成果（目安90字）
限られたものの中で、強みを活かしながら今できる形の食生活相談会ができたと思います！
また対面で行っている時と同様に、職員さんとの連携もできていたことは、成果として挙げられ
ると思います◎ また企画後にも参加できていない人に向けてSNS発信も行いました。
●取り組みから見えた課題（目安90字）
今回は、参加者数が少なかったことが課題として挙げられます。今後非対面下での集客方法につ
いては、日ごろの広報活動を見直しながら検討していきたいと思います！！

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点①

組合員の「食」や「健康」を支えるために、情報を発信したり、取り組みを

見直したりしましょう。

活動方針②：暮らし
組合員の生活実態を把握し、暮らしを支える取り組みとたすけあいの
コミュニティづくりを強化しましょう



企画担当者からのコメント

食生活って振り返ってみると思ったより乱れていると思いま
す。特にテストシーズンになるとその乱れは加速し、生活リ
ズムも乱れて体調を崩しがちだと思います。そんな中で、い
ろいろな団体と連携して職員さんとも協力して健康企画を行
えて組合員に健康を考えられるきっかけを与えられてたらい
いなと思います。

職員の方からのコメント

今回の取り組みは、組合員に対して健康を意識して頂くと
いう企画の趣旨はもちろんですが、学内の他の団体や医療
生協の皆さんとその趣旨に向かって一緒に取り組めた事も、
生協らしい取り組みだったのではないかと思います。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
時期的に生活リズム・食生活の乱れが起
こったり体調を崩しやすい。

組合員の理想の姿
年末年始を元気に楽しく過ごす。冬休み明
けにもしっかり学業を行えるようにする。

●取り組みの成果
組合員は健康に関して、まず自分の健康状態と自分に合った予防策・改善策を知り、特に予防の
面から健康について意識することができた。
●取り組みから見えた課題
予防策を練っていても万が一のときのために共済についての情報を提供できるとよかった。身の
周りでも起こりうることを実感するために給付事例を用いて注意喚起を行えるとよかった。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点③

大学の保健管理施設や行政・医療生協・企業といった組織と連携し、取り組みを

発展させましょう。

活動方針②：暮らし
組合員の生活実態を把握し、暮らしを支える取り組みとたすけあいの
コミュニティづくりを強化しましょう。



企画担当者からのコメント

今期は、Twitterを用いた活動を行いました。前半（6,7月）に
は、共済ボードの中でも特に注目度が高い給付事例を取り上げ
ることで、より多くの組合員に共済への興味・関心を抱いて頂
けるよう工夫しました。また、後半（10月）では、共済への基
礎知識やコロナに関する内容を取り上げたボードを作成し
Twitterに投稿しました。今回は、Twitterのみでの投稿となりま
したが、今後はInstagramも用いることで、より多くの組合員に
共済を認識してもらえるよう努めたいと考えています。

職員の方からのコメント

キャンパスに学生が登校できない状況下、学生委員会ではオ
ンラインで様々なことに取り組んでくれていますが、これまで
食堂ホール内に掲示していた共済ボードを、途切れることなく
発信してくれているのは大変良いことです。秋学期開始後、少
しずつ給付申請などで窓口を訪れる学生さんが増えてきました
が、春学期の間は直接学生さんとやり取りができなかった共済
に関わる職員にとっても、学生委員会の活動には励まされると
ころがありました。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
➢ 共済への認知度、加入が低い。
➢ 給付漏れが発生している。

組合員の理想の姿
➢ 共済を身近なものと感じてもらう。
➢ 給付について認識してもらう。

●取り組みの成果
今回は、Twitter上のみでの活動となりましたが、ボードを掲載することと比べより多くの組合

員に共済を知ってもらうことができ、非常に有効な手段でした。また、現状に合わせた内容を取
り扱うことができ、良かったと考えます。
●取り組みから見えた課題
給付事例を扱う際に、どうしても過去に扱った内容から取り上げることとなってしまい、新鮮

な情報を伝えることができなかった点が課題だと考えます。加えて、組合員を意識した上で４本
柱をバランスよく取り上げることが求められると感じました。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点①

組合員の「食」や「健康」を支えるために、情報を発信したり、取り組みを

見直しましょう。

活動方針②：暮らし
組合員の生活実態を把握し、暮らしを支える取り組みとたすけあいの
コミュニティづくりを強化しましょう。



職員の方からのコメントPOINT.1

「アイスクリームの自動販売機を設置して欲しい」との組合員
の声に応えることができ良かったです。できるだけ職員と組合
員とのコミュニケーションがとれるように、これからも努めて
いきたいと思います。また生協では、「ひとことカード」も組
合員の皆さんと大学生協との日常的なコミュニケーションツー
ルとして活用いただけるように、取り組んでいきます。
「すべてのご要望」にお応えすることはできませんが、組合員
の皆さんの率直な声をお聞かせいただき、店舗運営に反映させ
ていただきます。

職員の方からのコメントPOINT.２

前期は新型コロナウイルスの影響で休業していましたが、後期
は感染対策をしっかりと行い営業を再開しました。密にならな
いよう組合員向けの導線作りや仕切り板の設置をいたしました。
導線は再開してからも組合員の利用状況に合わせて何度か修正
をしました。
感染対策は手間のかかることが多いのですが、安全と安心のた
めに手を抜くことなく今後も継続してまいります。

取り組みの成果と課題

オンライン授業並行実施のため登校人数が減り
来客数も減少しました。そのため、メニューが
限られていて以前よりも不安・不便な状況に
なっています。

限定メニューではありますが、様々な企画
やリクエストメニューで、食事が楽しめます。

来店時のマスク着用と消毒、提供を待つ列の間隔を保つ
静かに食事をする、食事後は長居せずに退席をするなど
組合員には大変ご協力をいただいています。
現在はメニューを限定していますが
今後は様々な企画などを通して組合員に満足していただける
お店作りに取り組んでまいります。

×
2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点③

大学生協の魅力を伝え運営参加の輪を広げていくために大学・他団体・地域とのつながりを

作りましょう

活動方針①：生協運営
大学生協が組合員そしきであることを再確認し、組合員の積極的な運営参加を
広げましょう



企画担当者からのコメント

今までは総代の仕組みについて分かりづらい部分があった
が、総代の仕組みをかみ砕いて説明したり実際に総代から出
た意見を伝えてイメージできるように工夫した。また、総代
が楽しく参加できるように購買扱うパンの人気投票を行って、
総代の意見がお店に反映される実感を持ってもらったりお店
の存在を知ってもらうようにした。
また、総代のLINEグループを作成してリマインドを行っ

たり年間を通じて総代であることが伝わるように学生委員会
の企画の発信を行った。

職員の方からのコメント

今年はコロナ禍の影響で、総代会の延期などもあり総代会議
自体もコロナの影響で開催をどうするかというところでした。
そんな状況の中でもコロナ対策を行いながら粘りづよく取組
み立派に形にできたことは素晴らしいと思いました。またひ
とことカードの取組やブロンのパン企画などこれまで京教の
課題であった組合員と店舗の距離感が縮まったよい取組だと
思いました。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
1回生の総代が殆どで、大学に慣れてお
らず総代や生協のお店について知らない。

組合員の理想の姿
実際に総代の声がお店に反映されること
を実感。

●取り組みの成果
当日にひとことカードを記入してもらい、総代会当日やその後のお店づくりにつなげた。パンの
投票企画には多くの参加があり、お店を知ってもらう機会になり利用者が増加した。
●取り組みから見えた課題
学生委員会と総代の違いが伝わりづらかった。また、企画担当者のみで進めてしまったので、学
生委員会全体で話し合いながら進められればもっと良いものができたのではと思う。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点①

組合員とともに大学生協をつくっていく仕組みを整えましょう。

活動方針①：生協運営
大学生協が組合員組織であることを再認識し、組合員の積極的な運営参加を
広げましょう。



企画担当者からのコメント

例年通り4月から生協店舗を開けての営業が出来ず、買い手が
いないお菓子や食品、飲料などの無駄をなくすために生協職員
が発案した企画です。注文の受付や発送作業などは全て職員さ
んに任せてしまうことになるため、学生委員会でも何かできな
いかということで、手書きのメッセージを作成し荷物とともに
同封するということを考えました。手書きのメッセージがある
ことで、こんな状況で直接会えなくても人のあたたかさを感じ
てもらいたいという想いが込められています。少しでも手に
取ってもらいやすいように二種類のBOXを用意したり、価格も
送料や代引き手数料込みの値段にするなどの点も工夫しました。

職員の方からのコメント

前期が全てオンラインになることが決まった時には、すでに開講に向けての品揃えが完了して
おり、たくさんのお菓子を前に途方に暮れてました。特に夏に向けて気温が上がっていく中で、
チョコ菓子の品質などを考え、一刻も早く購入してもらう機会をもたないといけないと思い、考
えた企画です。実際に学生に相談することで買いやすい価格や申込しやすい形が作れました。
メッセージについても、集まれない中でも、すぐに多くの学生委員が作成し、送ってくれました。
生協を一緒に支えてくれる学生委員がいてくれることに感動しました！

取り組みの成果と課題

組合員の現状
オンライン授業となり、大学へも行け
ないため生協を利用していない。

組合員の理想の姿
実際の生協店舗は利用できないが、
組合員として運営参加してほしい。

●取り組みの成果
2～4回生だけでなく、まだ実際に店舗を利用したことのない1回生の組合員の方からも注文し

てもらえて、少しでも組合員の運営参加を勧めることができたのではないかと思います。
●取り組みから見えた課題
自粛期間中ということもあり、情報宣伝が生協学生委員会のSNSと個人での宣伝しかできず、

広く組合員に周知することができませんでした。好評だった半面、後から知ったという声も多く、
組合員への周知にバラつきがでてしまったことが反省点です。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点①

組合員とともに大学生協をつくっていく仕組みを整えましょう

活動方針①：生協運営
大学生協が組合員そしきであることを再確認し、組合員の積極的な運営参加を
広げましょう



企画担当者からのコメント

議案が出来上がってから議案書を総代に送付するまでの間に、
議案を理解し、記事を作り、製本するというスケジュールの過
酷さ。新歓の時期もかぶっているという時期的な問題。そして
コロナウイルス。様々な問題がありながら、質を維持し、負担
も減らしながら実行できたのは「綿密なスケジュール調整」と
「職員さんとの連絡」にあったと思います。議案の内容が難し
いという想いに気づき、できる限り読みやすい記事を作って
いったことがこの企画の一番の魅力です。

職員の方からのコメント

総代会議案書ダイジェストは、学生組合員（総代）と生協理事会を
つなぐ大切な活動です。私たちは専従職員を中心に、事業や組織に
おける方針の検討、そして年度総括を進め、議案書として仕上げて
いきますがそれを組合員視点でわかりやすく報告することから、総
代会にて議案に対して意見を述べていただき阪大生協が新たな視点
に気づくということがあります。そういった意味で継続していきた
い活動です。

専務理事 野尻 郁智

取り組みの成果と課題

組合員の現状
総代や総代会について知らず、「運営」
参加が十分にできていない。

組合員の理想の姿
総代会への出席だけでなく、様々な形で
「運営」参加している。

●取り組みの成果
総代会や議案に対する興味を引くことができた。そして、今年度は総代会が縮小に伴い、総代の
多くが書面議決となった中、議案に触れる数少ない機会として、議案の理解に貢献できた。読ん
でもらいやすくするために、漫画などを用いて堅い雰囲気を出さないよう心掛けた。
●取り組みから見えた課題
この企画を通じて総代が自身の役割を理解できた。しかし、総代としての役割を果たす機会が少
ないことや、総代同士の繋がりが希薄なことで、「日常的な総代活動」を実行できていない。ま
た、組合員全体に働きかけきれていないことも課題である。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

大学生協の良さ・魅力を周りの組合員に伝え、コミュニティを広げていきましょう

活動方針①：生協運営
大学生協が組合員組織であることを再認識し、組合員の積極的な運営参加を広
げましょう。



企画担当者からのコメント

奈良女子大学のトランスジェンダー受け入れの動きを鑑
みて今回の取り組みが実現しました。学内の専門に研究を
されている先生やSOGIサークルを含め奈良女子大学生協に
関わる様々な方に参加いただき、今回学習会ができてよ
かったと思っています。
日本人は同調圧力が強く、違いを受け入れられないとい

う特徴を持っています。
しかし大学生協は多様性を重視することを協同組合の価

値としておいています。
共通の目標にむけ、協力し、達成することが活動の基本

理念として持っており、これからもそれは変わりません。
大学内には様々な考え方を持っている方がいます。皮膚の
色や言語、宗教など違いはたくさん存在しています。その
一つ一つをのりこえていくことが協同組合にとって重要な
事だと思っています。
これからも多様性を受け入れた活動事業展開を行ってい

きたいと思っています。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
新しい組合員が私たちの仲間になるけれ
ど、どんな人たちなのかな…？

組合員の理想の姿
新たな組合員とより良い生活をみ

んなで目指していこう～！

●取り組みの成果
大学の情勢に合わせ様々な組合員と共に新しい組合員を迎える事について学びあうことができ

た。また奈良女子大学生協に関わる様々な業者と連携し、組合員が気持ちよく生協事業を利用で
きるように工夫できた。
●取り組みから見えた課題
組合員の多様性を大学生協全体でこれからも考え続けていく必要がある。

一人ひとりが気持ちよく生活をおくっていくためには様々な壁や障壁画存在していることを忘れ
てはならない。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点③

大学や他団体と連携し組合員が行動するきっかけをつくりましょう

活動方針④：社会をつくる
持続可能な社会の実現に向けて、知り・知らせ・考え・話し合い・行動する
きっかけを作りましょう



企画担当者からのコメント

自大学で、社会に目を向けた取り組みを実行するのは、今ま
でになく、ほぼ初めての取り組みとなりました。
探り探りの中ではじまった企画でしたが、具体的に中身を決

めていく中で、自分たちのやりたいことが明確になっていくこ
とに楽しさを覚えました。
多くの組合員の方がキャップを回収ボックスに入れてくれる

姿を見ることができるようになりました。
今は、コロナ期間の学校閉鎖も終え、また少しずつ回収量が

戻ってきていると考えます。その中で、これからの課題として、
組合員への報告をしっかりすることを行っていきたいと思いま
す。

職員の方からのコメント

・2020年1月21日からスタートしたペットボトル回収活動は、
『世界の子供を救おう!』をスローガンに現在も継続しています。
現在は、コロナ禍で回収量は少ないですが、非常事態宣言発令
までは、学生、教職員の参加が見られました。『回収場所はど
こですか。』と言った店舗での問いかけもありました。また、
これとは別に大学のゼミと企業が連携してSDGSの環境活動とし
て大学マスコットがデザインしてエコバックの販売も生協が協
力しています。産学連携活動に今後は、学生委員会も活動を強
化していただけると期待しています。

取り組みの成果と課題

組合員の理想の姿

●取り組みの成果
・生協食堂やコンビニで購入したペットドリンクを飲みきったら、キャップを外して回収箱に入
れる姿が日に日に多くみられました。回収ボックスがあふれる日もあり、学生委員会活動が、浸
透しております。これはすごい成果であり、継続することが必要と考えます。
●取り組みから見えた課題
・回収ボックスがわかりにくい、回収場所が少ないなどの声もあります。本キャンパスだけでは
なく南キャンパスでも活動を広げることが課題です。今は学生が少ないですが、これまでの回収
結果を告知したり、目標設定してみんなで達成する活動ができればと考えています。

一人でも多くの学生が友達に伝え、口コミでの拡大を目指せればと考えています。また、SDGS
に参加して社会貢献になっていることをみんなが自覚できる活動になればと思います。

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点②

社会的課題に対して組合員が問題意識を持ち、自ら話せる機会を作りましょう。

活動方針④ 社会をつくる
持続可能な社会の実現に向けて、知り・知らせ・考え・話し合い・行動する
きっかけを作りましょう。



企画担当者からのコメント

117KOBEぼうさい委員会の中で、震災後25年を迎えるにあたっ
てやりたいことはありませんかとお知らせがありました。これま
でのイベントは小、中学生向けのものが多かったのですが、私は
ぜひ同年代の人たちに震災について知ってほしいと思い、大学生
向けのイベントをやりたいと思いました。
甲南も大きく被災した大学だったので、少しでも甲南生に知っ

てもらいたいと考えました。僕たちだけでは力が足りなかったの
で、生協の力をお借りできればと思い声をかけさせていただきま
した。

職員の方からのコメント

甲南大学生協は、いろいろな学生さんから協力を求める声が来
ますが、震災の件は今回が初めてでした。何度か話し合いをする
中で、取り組みへの真剣さに私自身も勇気をもらえたし、企画を
立ち上げた学生さんが生協を頼ってくれて、そのお手伝いができ
たことはすごくうれしかったです。今回のように「こんなことを
やりたい」と言ってきてくれる学生はもちろん、何かやりたい、
けれどどうしていいかわからずなかなかできていないという学生
にも呼びかけられる活動をどんどんやっていきたいです。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
・同年代の学生に震災について知ってほしい
・大震災の教訓が薄れており防災意識が低い

組合員の理想の姿
大震災での教訓を知り、考えることで防
災意識を高め、行動していける

●取り組みの成果
取り組みに参加した組合員が身近なところから震災について知り、考える機会になった。さらに、
取り組みの立案に携わった学生も震災について学ぶ中で大きな財産を得ていた。
●取り組みから見えた課題
学生同士が直接つながる機会が少なくなったので、何かやりたいけれどなかなかできていない学
生に対して呼びかけられるように。

甲南大学生協総代の
企画立案の学生より

甲南大学生協
内田専務より

×

2枚目はコチラから

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点③

大学や他団体と連携し組合員が行動するきっかけをつくりましょう

活動方針④ 社会をつくる
持続可能な社会の実現に向けて、知り・知らせ・考え・話し合い・行動する
きっかけを作りましょう。

https://ksnet.u-coop.net/news/2020/06/ksnews-vol020.html


企画担当者からのコメント

とにかく継続を意識した企画です。どんな発信物であっても、
継続して発行しないことには見てもらえはしないはずです。社
会的課題に関して発信を行うツールで最もポピュラーなちょっ
きにを週刊にして、それを実現しました。作成を通して社会的
課題に対して深く考えるようになり、それをより知ってもらう
ために他の企画が実現したり、という流れが生まれたのも良
かったです。
企画の今後に関しては、まずは半年継続できたことを喜びつつ、
組合員の声を聴きながら様々なテーマに触れることができてい
けたらなと思っています。（学生委員長 小嶋）

職員の方からのコメント

とりわけ、コロナ禍において学生員会のリアル活動ができない
中でSNSを活用した継続的な取り組みとして頑張ってくれてい
ると思います。
「ちょっきに」として時事ネタを取り入れていたり、ちょっき
に以外のコンテンツも盛り込まれているので、学生組合員から
すると興味を持って閲覧いただけているかと思います。
表紙についても雑誌の表紙を意識しており私もそのセンスには
いつも感心しています！（専務理事 後藤）

取り組みの成果と課題

組合員の現状
日常的に社会へ目を向けるきっかけがな
かなかない

組合員の理想の姿
社会的課題に関する興味・関心を持つこ
とができるようになる

●取り組みの成果
組合員の目を引くため、継続的に発信することができました！また、分野やジャンルを絞るので
はなく、タイムリーな内容にも対応することでより多くの人に見てもらうことができました◎
●取り組みから見えた課題
社会に目を向けるきっかけを作りましたが、その先の組合員の行動が追いにくかったこと、気付
きを取り組みへ反映させることが難しかったことが課題としてあります。

Twitterはこちら→🐤
Instagramはこちら→📸

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点①

大学生協が社会的課題に取り組む意義を確認しましょう

活動方針④：社会をつくる
持続可能な社会の実現に向けて、知り・知らせ・考え・話し合い・行動する
きっかけを作りましょう

https://twitter.com/kindai_gi/status/1261475769387151360?s=19
https://www.instagram.com/p/CGF_HWvBfAd/?igshid=11tkltxycn7qa


企画担当者からのコメント

自分たちが一度経験した企画を4つの使命のを結び付けたり、
共済の4本柱を結び付けたり、平和の話も身近な場所の話をもっ
てきたりと、聞いている側がより実感をもって学んでもらえる
ような工夫をしました。
全体的にGWの時間をあまりとらなかったので、もう少し導入

して、部員同士も話ができるようにしたらよかったと思います。
今後は、この学びをどう生かしていくのか、また学生委員だけ
ではなく、学生委員会に入っていない組合員にもk何が得てもら
えるような機会を作っていきたいです。

職員の方からのコメント

この部内勉強会は、例年1泊2日の合宿形式で実施していまし
たが、今年度はコロナウイルスの影響により学内で宿泊が出来
ないため、テーマを絞って実施しました。
座学中心の構成で、新入生が内容を理解できるか心配でした

が、上級生の作った資料がわかりやすくまとめられており、生
協や共済に関する理解を深めた様子でした。これまで参加した
各セミナーでの学びが成長につながっていることを実感できる
場面でした。
また、この勉強会を通じて、知識としての学びはもちろんで

すが、新入生と上級生が親交を深める一助となりました。

取り組みの成果と課題

組合員の現状
1年生からすれば、生協とはどのような
組織なのかもわからない。

組合員の理想の姿
改めて学んだことや感じたことを、周り
にも発信したり広めたりする。

●取り組みの成果
新入部員はもちろん、上級生も改めて生協について学びなおし、考える機会になっていました。

そうすることで、今後の取り組みにもつながるきっかけとなりました。
●取り組みから見えた課題
今回は部内学習会を行いましたが、部内だけではなくこれからのセミナーなどの学びの場にど

のようにつなげていくかも考えていき、より深い学びになればいいかなと思います！

2021年度活動方針との関係性

大切にしたい視点①

大学生協が社会的課題に取り組む意義を確認しましょう

活動方針④：社会をつくる
持続可能な社会の実現に向けて、知り・知らせ・考え・話し合い・行動する
きっかけを作りましょう
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